
（別添）

【費用対効果の算定内容】

１．費用対効果の算定根拠

２．統一的な事項

①費用及び便益の現在価値化

②便益の計測方法

③施設の耐用年数

３．費用項目（Ｃ）

整理番号 H23－ 5

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》

事業名 水産生産基盤整備事業 地区名等 脇野沢

　費用対効果分析については、『水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン』（平成22年11月改訂　水産庁漁港漁場整備
部）に基づき行った。

　投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化して用いる。なお、現在価値化の基準年は、平成23年とし、社会
的割引率は4％とする。

総費用、総便益の算出方法
○総費用
　総費用は、各年度ごとの投資額及び維持管理費を現在価値化した和である。
　　C=Σ（Cn×Rn）＝事業着手年度の費用C×その年度の社会的割引率R＋1年後のC＋1年後のR＋2年後のC×2年後のR
　　　　                        ・・・・・＋耐用年数最終年度のC×その年のR
○総便益
　総便益は、各項目ごとの年間便益が対象施設の耐用年数期間中、継続して発生することとする。
　　Ｂ＝Σ（Bn×Rn）＝便益発生初年度の便益B×その年度の社会的割引率R＋1年後のB×1年後のR＋2年後のB×2年後のR
　　　　                          ・・・・・＋耐用年数最終年度のB×その年のR
　　　Cn：n年後の年度に要する費用　　Bn：n年後の年度に発生する便益　　Rn：n年後の年度の社会的割引率

　消費者余剰法（漁業者や地域住民等が漁港施設等を利用したときの直接の利用便益を計測）により算出する。

　原則として、漁港施設は５０年、漁場施設は３０年とする。

主な項目
費用

（百万円）
総費用

（百万円）
主な内容

漁港施設 ○施設整備に要する費用 計

・脇野沢漁港（外郭・水域・係留・輸送・用地）

○維持管理に要する費用

※供用開始から50年間　1百万円/年・漁港

漁場施設 ○施設整備に要する費用

・脇野沢増殖場

・九艘泊増殖場

４．便益項目（B）

５．費用対効果分析の結果

=

2,498 3,018 2,448

2,448

主な項目
年間便益
（千円）

総便益
（百万円）

主な内容

50

154 229 154

40

114

合計 2,652 3,247

水産物生産コストの削減効果 79,362 1,516 用地整備による養殖資材運搬時間の削減、所要水深確保による潮待ち時間の削減

漁獲可能資源の維持・培養効果 36,822 866 ヤリイカ産卵礁への産卵による資源量増大に伴う漁獲効率の向上

漁獲物付加価値化の効果 466 9 蓄養水面確保による付加価値化

漁業就業者の労働環境改善効果 64,666 1,235 係留施設整備による漁船陸揚げ作業の解消

漁業外産業への効果 1,018 24 漁獲効率向上による流通業者に帰属する効果

合計 182,334 3,650

《再々評価時》 B/C= 3,650 百万円　/ 3,247 百万円 1.12
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搬
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造
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地区名
漁港・
漁場名

【位置図】

【計画平面図】

脇野沢漁港 施行場所：むつ市脇野沢本村、黒岩、寄浪、蛸田
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

（本港）

脇野沢漁港
脇野沢増殖場
九艘泊増殖場

事業名 水産生産基盤整備事業 脇野沢

脇野沢漁港

(寄浪地区)

九艘泊増殖場

脇野沢増殖場

脇野沢漁港

(蛸田地区)

脇野沢漁港

(瀬野地区)
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脇野沢漁港

(寄浪地区)

九艘泊増殖場

脇野沢増殖場

脇野沢漁港

(蛸田地区)

脇野沢漁港

(瀬野地区)

脇野沢漁港

(本港)

凡　　　　　例

H14～H22施行

H13まで施行済

H23予定

H24～残計画
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用地護岸
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地区名
漁港・
漁場名

【計画平面図】

脇野沢漁港 施行場所：むつ市脇野沢本村、黒岩、寄浪、蛸田
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

（寄浪地区）
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凡　　　　　例

H14～H22施行

H13まで施行済
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H24～残計画

その他
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

脇野沢漁港

・道路　（本港）

・護岸　（本港）

事業名 水産生産基盤整備事業 脇野沢 脇野沢漁港

・東防波堤　（瀬野地区）

・-2.0ｍ物揚場　（瀬野地区）
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

脇野沢漁港
・南防波堤　（寄浪地区）

・-2ｍ物揚場　（寄浪地区）

事業名 水産生産基盤整備事業 脇野沢 脇野沢漁港
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

脇野沢増殖場

配置図

事業名 水産生産基盤整備事業 脇野沢
脇野沢増殖場
九艘泊増殖場

九艘泊増殖場

配置図
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

本港

老朽化により道路の舗装面に凹凸があり、漁獲物など
の運搬に支障をきたしている。

脇野沢 脇野沢漁港事業名 水産生産基盤整備事業

（H19.8撮影）

用地不足のため、限られた用地内で養殖作業をしてい
る。

瀬野地区

（H19.8撮影）

用地不足から養殖かごなどの漁業資材が港内に散在しており、就労環境が非常に
悪く、非効率的である。
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

寄浪地区

用地不足から漁具を道路へ一時仮置きしており、車両通行上危険である。

（H19.8撮影）

脇野沢 脇野沢漁港事業名 水産生産基盤整備事業

蛸田地区

用地不足から漁具を道路へ一時仮置きしており、車両通行上危険である。

（H19.8撮影）
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